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緒   言 
先進国において、出生率の低下は大きな社会的問題である。日本においても独身女



























結   果 
解析対象者の調査開始時の平均年齢は 29.5±4.2 歳、BMI は 20.3±2.4 であった。対象
者のうち、初産婦が 67 名（42.1%）、1 回経産婦が 69 名（43.4%）、2 回経産婦が 22 名








意差がみられた。具体的には、「体の痛み」や「活力」は妊娠 12～15 週時から妊娠 16
～19 週時にかけては経産婦が高かったが、妊娠 36～37 週時から妊娠 38～39 週時にか
けては逆に初産婦が高かった。 
 




なかった。このことは、今回 QOL の評価に使用した SF-36 が、特に妊娠女性の身体
的側面の QOL 評価に有用であることを示唆するものである。 
さらに本研究では「身体機能」、「日常役割機能（身体）」、「全体的健康感」といっ
た下位尺度では初産婦、経産婦別の QOL 得点に差はみられなかった。また「体の痛
み」、「活力」、「社会生活機能」、「日常役割機能（精神）」、「心の健康」といった下位
尺度では、妊娠の時期に応じて初産婦、経産婦との間に QOL 得点に差がみられてお
り、初産婦のみならず、経産婦においても QOL の低下に応じた対応が必要であるこ
とが示唆された。 
 先進国における出生率の低下は、将来的な人口の減少につながるものと危惧されて
いる。日本では現在「子ども・子育て応援プラン」として「若者の自立とたくましい
子どもの育ち」、「仕事と家庭の両立支援と働き方の見直し」、「生命の大切さ、家庭の
役割等についての理解」、それに「子育ての新たな支え合いと連帯」を重点課題とし
て少子化対策を検討しているが、このような政策と同時に妊娠期や妊婦の特性、QOL
に合わせたきめの細かい対応も重要であると考えられる。 
